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Being Agile

Agile empowers your business.
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Build Great Teams.

Keep your team viable.
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Agileコーチング
Agile開発については多くの誤解があり、また経験の無いチームが自力で行うのは難易度が高いものです。当方ではオンサイトでAgile開発での企画〜開発まで全工程を支援します。例えばプロジェクト立ち上げに際しての集合研修、ふりかえりや計画ミーティングのファシリテーションなど。



DevOps実践支援
DevOpsには組織とツールの2つの要素があります。サイロ型の組織構造のDevOps型組織への転換(組織デザイン、採用プロセス、評価プロセス)、ツールによるデプロイ・プロビジョニング・運用・監視の自動化など幅広い側面で支援します。チームづくりのトレーニングも提供しています。



Cloud Architecting支援
ビジネスの成長やシステムの利用状況に柔軟に対応できるのがクラウドの特性ですが、一方でシステムアーキテクチャがレガシーであればそのメリットを享受できません。本支援ではマイクロサービス化を始めとして、柔軟で結合度の低いクラウドネイティブアーキテクチャの構築を支援します。



技術顧問・執筆・講演
技術顧問として定期的に訪問したり、Agile・DevOps・クラウドに関する講演をいたします。またWeb・書籍・雑誌など各媒体向けの執筆・翻訳を行ないます。




エンドースメント
	[image: 玉川様]
独立された吉羽さんの新コンサルティングサービス。腕の確かさは、一緒に仕事をしてきた私がエンドースさせて頂きます！アジャイル、クラウド、DevOpsと(たぶんSORACOMも)、スポットから柔軟に活用できるコンサルティングサービスなので是非ご活用ください。
玉川憲 様 株式会社ソラコム 代表取締役社長



	[image: 牛尾様]
吉羽さんは、アジャイル開発の深い知見、DevOpsの関連技術力そしてチームを支援するコーチング能力をもった日本有数の DevOps コーチです。DevOps を日本に広める仲間として自信をもって吉羽さんを推薦いたします。
牛尾剛 様 マイクロソフトコーポレーション








主にアジャイル開発やDevOpsに関する記事を不定期で書いています。
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 2024/04/04
デイリースクラムの進め方

みなさんこんにちは、@ryuzeeです。 今日はデイリースクラムについて、概要や注意点を紹介します。 なお、あくまで一般論であることに注意してください。スクラムの基本は「透明性・検査・適応」です。自分たちで随時やり方を検査して、もっとうまくできるように適応していかなければ効果はあがりません。 1. デイリースクラムの ……続きを読む

2024スクラムデイリースクラム


[image: スプリントレビューの進め方]
 2024/04/02
スプリントレビューの進め方

みなさんこんにちは、@ryuzeeです。 スクラムにおいてはフィードバックが重要です。プロセスに対するフィードバックはスプリントレトロスペクティブ、プロダクトに対するフィードバックはスプリントレビューを活用します。 今日はスプリントレビューについて、一般的な手順や注意点を紹介します。 なお、あくまで一般的な手順であるこ ……続きを読む

2024スクラムスプリントレビュー


[image: アジャイル開発がうまくいっていない気がするというチームに確認すべきこと]
 2024/02/29
アジャイル開発がうまくいっていない気がするというチームに確認すべきこと

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 仕事柄さまざまな会社のいろいろなチームから相談を受けます。 具体的な相談のこともあれば、抽象的な相談のこともあります（内容が具体的になっていればもう解決までそう遠くありません）。 抽象的な相談で多いのは「なんとなくうまくいっていない気がするけど、何を確認したらいいの？」というも ……続きを読む

2024スクラム


[image: 【資料公開】ベロシティ Deep Dive]
 2024/01/10
【資料公開】ベロシティ Deep Dive

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2024年1月10日〜12日開催のRegional Scrum Gathering Tokyo 2024の登壇資料を公開します。 「ベロシティ Deep Dive」ということで過去のDeep Diveシリーズの続きになっています。 過去のDeep Diveシリーズはこちらからご ……続きを読む

2024スクラムベロシティ


[image: 【資料公開】プロダクトマネージャーのしごと]
 2023/10/18
【資料公開】プロダクトマネージャーのしごと

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2023年10月17日に行われたオンラインイベント「プロダクトマネージャーのしごと - Forkwell Library #33」の登壇資料を公開します。 内容は、新刊書籍『プロダクトマネージャーのしごと』に関するものなのですが、30分という時間で全部を網羅的に紹介するのは無理 ……続きを読む

2023プロダクトマネジメントプロダクトマネージャー


[image: スクラムチームのパフォーマンスを測定したいと思ったら]
 2023/10/12
スクラムチームのパフォーマンスを測定したいと思ったら

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 スクラムチームのパフォーマンスを測定したいとステークホルダーに言われて悩んでいるスクラムマスターは多いと思います。 今回は、スクラムチームのパフォーマンスはどうやって測ればいいのか、何を気をつけるといいのか考えてみましょう。 具体的なメトリクスについては、別の記事で触れる予定で ……続きを読む

2023スクラムスクラムチーム


[image: プロダクトバックログリファインメントはいつ何をするのか]
 2023/08/11
プロダクトバックログリファインメントはいつ何をするのか

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 プロダクトバックログリファインメントのやり方について立て続けに聞かれることがあったのでまとめておきます。長文ですが参考になれば幸いです。 まずはスクラムガイド2020を確認しておきましょう。該当する箇所は3箇所です。 スプリントでの説明（9ページ） スプリントでは、（中略） ……続きを読む

2023スクラムプロダクトバックログプロダクトバックログリファインメント


[image: 【資料公開】プロダクトオーナーアンチパターン]
 2023/06/21
【資料公開】プロダクトオーナーアンチパターン

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 技術顧問先からの依頼でプロダクトオーナーのアンチパターンについて話をしたので、そのときの資料を公開します。 今回紹介するのは以下の6つのアンチパターンです。アンチパターンに陥っている可能性を示す兆候もあわせて示しています。 顧客やユーザーの軽視 兆候 社内のミーティン ……続きを読む

2023スクラムプロダクトオーナー


[image: 意識の問題にしない]
 2023/05/14
意識の問題にしない

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 今日はTwitter経由で頂いた質問に回答したいと思います。 質問は以下になります。 スプリントで『自分が最初に取り組むプロダクトバックログアイテム（PBI）を終わらせば自分の仕事は終わり』という意識のメンバーが多いです。そのため、PBI每に担当を決めて複数のPBIを並列で進 ……続きを読む

2023アジャイルスクラム


[image: 【資料公開】目標設定の基本]
 2023/05/10
【資料公開】目標設定の基本

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2023年5月9日に開催されたNTT Com Open TechLunch #7「エンジニアリングマネージャーと目標設定」の登壇資料を公開します。 このイベントはNTTコミュニケーションズの社内ランチ勉強会を一般に公開しているものです。 ぼくは、NTTコミュニケーションズの技術 ……続きを読む

2023エンジニアリングマネージャー


[image: プロダクトバックログアイテムの粒度の考え方]
 2023/04/29
プロダクトバックログアイテムの粒度の考え方

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 今日はTwitter経由で頂いた質問に回答したいと思います。 質問は以下になります。 プロダクトバックログアイテムの粒度について教えてください。 ECサイトだとして、「購入者が販売商品を購入できる」というユースケースの場合、PBIに入れるユーザーストーリーとしては、「購入した ……続きを読む

2023アジャイルスクラムプロダクトバックログ


[image: 【資料公開】価値をすばやく届けるための改善]
 2023/03/03
【資料公開】価値をすばやく届けるための改善

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2023年3月3日に開催のイベント「エンジニア文化祭 2023」の登壇資料を公開します。 改善というとすぐにプロセスの変更やツールの導入みたいな話になりがちですが、それだとまずいことが多いです。 ということで、本セッションでは、プロダクトで持続的に価値をすばやく届けるために改善 ……続きを読む

2023アジャイル改善プロダクトマネジメント


[image: Scrum Guide Reordered（日本語版）]
 2023/01/20
Scrum Guide Reordered（日本語版）

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 スクラム実践者のバイブルとなるのがスクラムガイドです。 本文は、日本語版の場合で12ページと分量は少ないですが、多くの人のフィードバックを受けて何度も改訂しているだけあって必要なことが凝縮されています。 チームで定期的に読み合わせをすると学びがあって良いのではないかと思います（ ……続きを読む

2023アジャイルスクラム


[image: 【資料公開】スプリントレビュー Deep Dive]
 2023/01/11
【資料公開】スプリントレビュー Deep Dive

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2023年1月11日-13日に開催のイベント「Regional Scrum Gathering Tokyo 2023」の登壇資料を公開します。 スプリントレビューは非常に重要なイベントです。 5つのイベントのなかでいちばん重要なイベントを選べと言われたら、僕はスプリントレビュー ……続きを読む

2023アジャイルスクラムスプリントレビュー


[image: 【資料公開】マネージャーのしごと]
 2022/12/09
【資料公開】マネージャーのしごと

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2022年12月9日に行われたイベント「Developers CAREER Boost」の登壇資料を公開します。 今回は、「マネージャー」と名のつく職種を分類して、それぞれの職務や定義を確認した上で、有効なマネージャーであるにはどうしたらよいかを整理してみました。 資料を作るに ……続きを読む

2022マネージャー


[image: チームの状況を把握するための5つの質問]
 2022/10/22
チームの状況を把握するための5つの質問

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 アジャイルコーチでもスクラムマスターでもエンジニアリングマネージャーでも、新しいチームと一緒に働くことになった場合にまず必要なのが情報収集です。 チームの様子を観察したり、1on1で聞いてみたり、ドキュメントを読んでみたりとさまざまな方法があります。 そこで、今回は直接チームの ……続きを読む

2022チーム


[image: 【資料公開】エンジニアリングマネージャーのしごと]
 2022/09/07
【資料公開】エンジニアリングマネージャーのしごと

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 2022年9月6日に行われたオンラインイベント「エンジニアリングマネージャーのしごと - Forkwell Library #5」の登壇資料を公開します。 内容は、新刊書籍『エンジニアリングマネージャーのしごと』に関するものなのですが、本書は18章、350ページからなる本であり ……続きを読む

2022エンジニアリングマネージャー


[image: 【資料公開】スプリントプランニング Deep Dive]
 2022/08/27
【資料公開】スプリントプランニング Deep Dive

みなさんこんにちは。@ryuzeeです。 8月26日に新刊『エンジニアリングマネージャーのしごと』が発売になったのでぜひよろしくお願いします。 2022年8月26日〜27日までスクラムのコミュニティイベントであるScrum Festが初めて仙台で行われました。 このイベントで「スプリントプランニング Deep Dive ……続きを読む

2022アジャイルスクラム
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アジャイルコーチングやトレーニングを提供しています
株式会社アトラクタでは、アジャイル開発に取り組むチーム向けのコーチングや、認定スクラムマスター研修などの各種トレーニングを提供しています。ぜひお気軽にご相談ください。
詳細はこちら




[image: エンジニアリングマネージャーのしごと ―チームが必要とするマネージャーになる方法]
	エンジニアリングマネージャーのしごと ―チームが必要とするマネージャーになる方法
	著者／訳者：James Stanier / 吉羽龍太郎 永瀬美穂 原田騎郎 竹葉美沙
	出版社：オライリージャパン(2022-08-26)
	定価：￥ 3,740
	エンジニアリングチームのマネジメントの仕事全般を紹介し、エンジニアリングマネージャーに必要な考え方やスキルを解説します。



[image: チームトポロジー 価値あるソフトウェアをすばやく届ける適応型組織設計]
	チームトポロジー 価値あるソフトウェアをすばやく届ける適応型組織設計
	著者／訳者：マシュー・スケルトン、マニュエル・パイス / 原田騎郎 永瀬美穂 吉羽龍太郎
	出版社：日本能率協会マネジメントセンター(2021-12-01)
	定価：￥ 2,970
	エンジニアリングチームのマネジメントの仕事全般を紹介し、エンジニアリングマネージャーに必要な考え方やスキルを解説します。



[image: スクラム実践者が知るべき97のこと]
	スクラム実践者が知るべき97のこと
	著者／訳者：Gunther Verheyen / 吉羽龍太郎 原田騎郎 永瀬美穂
	出版社：オライリージャパン(2021-03-23)
	定価：￥ 2,640
	スクラムはアジャイル開発のフレームワークですが、その実装は組織やチームのレベルに応じてさまざまです。本書はスクラムの実践において、さまざまな課題に対処してきた実践者が自らの経験や考え方を語るエッセイ集です。日本語書き下ろしコラムを追加で10本収録



[image: プロダクトマネジメント ―ビルドトラップを避け顧客に価値を届ける]
	プロダクトマネジメント ―ビルドトラップを避け顧客に価値を届ける
	著者／訳者：Melissa Perri / 吉羽龍太郎
	出版社：オライリージャパン(2020-10-26)
	定価：￥ 2,640
	プロダクト開発を作った機能の数やベロシティなどのアウトプットで計測すると、ビルドトラップと呼ばれる失敗に繋がります。本書ではいかにしてビルドトラップを避けて顧客に価値を届けるかを解説しています。



[image: SCRUM BOOT CAMP THE BOOK 【増補改訂版】]
	SCRUM BOOT CAMP THE BOOK 【増補改訂版】
	著者／訳者：西村直人 永瀬美穂 吉羽龍太郎
	出版社：翔泳社(2020-05-20)
	定価：￥ 2,640
	スクラム初心者に向けて基本的な考え方の解説から始まり、プロジェクトでの実際の進め方やよく起こる問題への対応法まで幅広く解説。マンガと文章のセットでスクラムを短期間で理解できます。スクラムの概要を正しく理解したい人、もう一度おさらいしたい人にオススメ。



[image: みんなでアジャイル ―変化に対応できる顧客中心組織のつくりかた]
	みんなでアジャイル ―変化に対応できる顧客中心組織のつくりかた
	著者／訳者：Matt LeMay / 吉羽龍太郎、永瀬美穂、原田騎郎、有野雅士
	出版社：オライリージャパン(2020-3-19)
	定価：￥ 2,640
	アジャイルで本当の意味での成果を出すには、開発チームだけでアジャイルに取り組むのではなく、組織全体がアジャイルになる必要があります。本書にはどうやってそれを実現するかのヒントが満載です



[image: レガシーコードからの脱却 ―ソフトウェアの寿命を延ばし価値を高める9つのプラクティス]
	レガシーコードからの脱却 ―ソフトウェアの寿命を延ばし価値を高める9つのプラクティス
	著者／訳者：David Scott Bernstein / 吉羽龍太郎、永瀬美穂、原田騎郎、有野雅士
	出版社：オライリージャパン( 2019-9-18 )
	定価：￥ 3,132
	レガシーコードになってから慌てるのではなく、日々レガシーコードを作らないようにするにはどうするか。その観点で、主にエクストリームプログラミングに由来する9つのプラクティスとその背後にある原則をわかりやすく説明しています。



[image: Effective DevOps ―4本柱による持続可能な組織文化の育て方]
	Effective DevOps ―4本柱による持続可能な組織文化の育て方
	著者／訳者：Jennifer Davis、Ryn Daniels / 吉羽 龍太郎、長尾高弘
	出版社：オライリージャパン( 2018-3-24 )
	定価：￥ 3,888
	主にDevOpsの文化的な事柄に着目し、異なるゴールを持つチームが親和性を高め、矛盾する目標のバランスを取りながら最大限の力を発揮する方法を解説します



[image: 変革の軌跡【世界で戦える会社に変わるアジャイル・DevOps導入の原則】]
	変革の軌跡【世界で戦える会社に変わる"アジャイル・DevOps"導入の原則】
	著者／訳者：Gary Gruver、Tommy Mouser / 吉羽 龍太郎、原田騎郎
	出版社：技術評論社( 2017-1-25 )
	定価：￥ 2,138
	米ヒューレット・パッカードのLaserJet部門でいかにしてAgileやDevOpsの原則を適用しマーケットの変化に対応できるようになったかの事例を解説。巻末には日本の大手企業の事例も収録
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	ジョイ・インク 役職も部署もない全員主役のマネジメント
	著者／訳者：リチャード・シェリダン / 原田騎郎, 安井力, 吉羽龍太郎, 永瀬美穂, 川口恭伸
	出版社：翔泳社( 2016-12-20 )
	定価：￥ 1,944
	米国で何度も働きやすい職場として表彰を受けているメンローの創業者かつCEOであるリチャード・シェリダン氏が、職場に喜びをもたらす知恵や経営手法、より良い製品の作り方などを惜しみなく紹介しています
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	アジャイルコーチの道具箱 – 見える化の実例集
	著者／訳者：Jimmy Janlén / 原田騎郎, 吉羽龍太郎, 川口恭伸, 高江洲睦, 佐藤竜也
	出版社：Leanpub( 2016-04-12 )
	定価：$14.99
	この本は、チームの協調とコミュニケーションを改善したり、行動を変えるための見える化の実例を集めたものです。96個(+2)の見える化の方法をそれぞれ1ページでイラストとともに解説しています。アジャイル開発かどうかに関係なくすぐに使えるカタログ集です
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	カンバン仕事術 ―チームではじめる見える化と改善
	著者／訳者：原田騎郎 安井力 吉羽龍太郎 角征典 高木正弘
	出版社：オライリージャパン( 2016-03-25 )
	定価：￥ 2,138
	チームの仕事や課題を見える化する手法「カンバン」について、その導入から実践までを図とともにわかりやすく解説した書籍。カンバンの原則などの入門的な事柄から、サービスクラス、プロセスの改善など、一歩進んだ応用的な話題までを網羅的に解説します。
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	Software in 30 Days スクラムによるアジャイルな組織変革“成功"ガイド
	著者／訳者：Ken Schwaber、Jeff Sutherland著、角征典、吉羽龍太郎、原田騎郎、川口恭伸訳
	出版社：アスキー・メディアワークス( 2013-03-08 )
	定価：￥ 1,680
	スクラムの父であるジェフ・サザーランドとケン・シュエイバーによる著者の日本語版。ビジネス層、マネジメント層向けにソフトウェア開発プロセス変革の必要性やアジャイル型開発プロセスの優位性について説明
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	How to Change the World 〜チェンジ・マネジメント3.0〜
	著者／訳者：Jurgen Appelo, 前川哲次(翻訳), 川口恭伸(翻訳), 吉羽龍太郎(翻訳)
	出版社：達人出版会
	定価：500円
	どうすれば自分たちの組織を変えられるだろう？それには、組織に変革を起こすチェンジ・マネジメントを学習することだ。アジャイルな組織でのマネージャーの役割を説いた『Management 3.0』の著者がコンパクトにまとめた変化のためのガイドブック
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